
なかがわ・あやか

医療技術部
臨床検査技術科　検体検査課

中川  彩華
検体検査課は 24 時間稼働し、

正確かつ迅速なデータを提供で

きるよう、日々努力しておりま

す。
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BDバクテックMGITシステム
全自動抗酸菌培養検査装置
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

はじめに

　この度、当院では令和 5年 8月に

全自動抗酸菌培養検査装置が導入さ

れました。装置や結核についてご紹

介します。

第35回
結
核
と
は

必
要
な
検
査

結
核
は
感
染
状
態
を
調
べ
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
検

査
方
法
が
あ
り
ま
す
。
行
わ
れ
る
の
は
、
血
液
検
査
、
胸

部
X
線
検
査
、
痰
の
検
査
で
す
。
私
た
ち
検
体
検
査
課
が

細
菌
検
査
室
で
行
っ
て
い
る
の
が
、
痰
の
中
に
い
る
結
核

菌
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
痰
に
は
結
核
菌
以
外
の
細
菌
も

多
く
含
ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
処
理
し
て
か
ら
、
塗
抹

検
査
や
培
養
検
査
を
行
い
、
結
核
菌
の
検
出
を
し
て
い
ま

す
。

微生物検査における基本的かつ最も重要な染色法
での染色結果です。 ◯をした部分が結核菌になり
ます。結核はグラム染色で染まりにくいため、白く
抜けて見えるのが特徴です。

結
核
と
は
、「
結
核
菌
」
に
よ
っ
て
主

に
肺
に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
結

核
菌
は
微
細
な
大
き
さ
で
あ
り
、
結
核

患
者
の
咳
で
飛
び
散
り
ま
す
。
結
核
菌

は
、
空
気
中
で
水
分
を
失
う
こ
と
で
さ

ら
に
軽
く
な
り
、
な
か
な
か
落
下
せ
ず

空
気
中
を
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

周
り
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
で
、
感
染

が
成
立
し
ま
す
。
感
染
し
て
も
必
ず
発

病
す
る
訳
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
は

免
疫
の
力
で
抑
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

吸
い
込
ん
だ
菌
が
非
常
に
多
い
場
合
や
、

免
疫
が
低
下
し
て
い
る
場
合
に
結
核
を

発
病
し
ま
す
。
感
染
し
て
し
ま
っ
た
人

の
う
ち
1
〜
2
割
が
、
発
病
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
徴

結
核
菌
は
発
育
が
遅
い
菌
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

た
固
形
培
地
で
は
検
出
に
約
2
ヶ

月
を
要
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度

導
入
し
た
M
G
I
T
シ
ス
テ
ム

は
、
分
離
培
養
に
液
体
培
地
を
使

用
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ

り
迅
速
に
結
核
菌
を
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
約
6

週
間
で
検
出
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

結核菌は、水溶性の染色液では染色されにくいた
め、抗酸菌染色で染色を行います。 グラム染色と
は違い、菌体が赤く染まるのが特徴です。

検査の様子

BDバクテックMGITシステム

“グラム染色” “抗酸菌染色”

塗沫検査

培養検査（従来の方法）

培養検査（新たに導入した方法）

お
わ
り
に

結
核
は
、
現
在
で
は
早
期
に
発

見
す
れ
ば
完
治
す
る
病
気
で
す
。

結
核
の
感
染
管
理
の
た
め
に
重
要

な
こ
と
は
、
周
り
の
人
に
う
つ
さ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
核
の

症
状
は
風
邪
症
状
と
似
て
い
ま

す
。
発
熱
や
乾
い
た
咳
、
痰
が
出

る
と
い
っ
た
症
状
が
2
週
間
以
上

続
く
場
合
に
は
、
早
め
に
受
診
し
、

自
分
自
身
や
周
り
の
人
を
結
核
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

陽性になるとオレンジの上部分に白い層が
形成されます。

“液体培地”

結核菌群は発育が遅い抗
酸菌の一種です。固形培
地では 8週間培養し菌の
発育を確認します。

“固形培地”

結核を調べる検査

胸部X線
検査

血液検査

培養検査 塗沫検査

NEW

痰の検査

と

ま

つ

ば
い
よ
う




